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押中校舎新築着手

昭
和
二
十
二
年
に
公
布
さ
れ
た
「
学
校
教

育
法
」
に
よ
り
、
六
・
三
制
の
義
務
教
育
に

改
た
め
ら
れ
、
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
五
号

館
と
峡
中
青
年
学
校
の
校
舎
を
移
転
改
築
、

押
原
中
学
校
と
し
て
発
足
、
現
在
ま
で
数
多

く
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
校
舎
も
老
朽
化

し
て
危
険
校
舎
と
な
り
、
ま
た
都
市
化
に
よ

る
人
口
増
加
で
増
築
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

町
で
は
教
育
委
員
会
及
議
会
等
の
関
係
機

関
と
移
転
新
築
を
計
画
し
、
敷
地
の
選
定
並

び
に
規
模
等
を
量
識
し
て
き
ま
し
た
か
、
敷
地

K
つ
い
て
は
中
央
公
民
館
前
に
決
定
し
、
地

権
者
の
ご
協
力
を
得
て
四
十
八
年
に
買
収
が

終
り
、
そ
の
後
建
設
委
員
会
等
が
中
心
と
な

っ
て
建
設
計
画
を
検
討
審
議
し
て
き
ま
し
た

が
、
昭
和
五
十
、
五
十
一
年
の
二
年
継
続
で

施
工
す
る
こ
と
、
し
、
八
月
十
九
日
現
場
で

起
工
式
を
行
な
い
町
長
の
鍬
入
れ
に
よ
っ
て

い
よ
い
よ
工
事
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

請
負
業
者
は
甲
府
市
青
葉
町
佐
野
工
務
屈

で
す
。
完
成
は
五
十
一
年
の
十
二
月
の
予
定

で
す
が
、
工
事
の
無
事
完
成
を
祈
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。
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10月

報

日は全国いっせいに

広町和昭

秘密は守られます。

こ
の
十
月
一
日
に
は
、
全
国
い
っ
せ
い
に
第
十
二
回
目
の
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

圏
整
調
査
は
、
皆
さ
ん
の
明
る
い
暮
ら
し
と
住
み
よ
い
町
造
り
の
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
進
め

て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
の
調
査
で
す
。

こ
の
調
査
で
は
、
全
国
の
一
億
一
千
万
を
超
え
る
す
べ
て
の
人
々
に
も
れ
な
く
申
告
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
宅
へ
も
、
九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
聞
に
、
調
査
員
が
調
査
票
の
記
入
の
お

願
い
に
あ
が
り
ま
す
。

調
査
票
に
は
、
お
宅
に
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
、
長
壁
滞
在
し
て
い
る
人
や
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤

ち
ゃ
ん
も
含
み
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
も
れ
な
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
十
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
に
、
調
査
員
が
取
り
集
め
に
伺
い
ま

す。
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
決
し
て
他
に
も
ら
し
た
り
、
統
計
を
作
る
以
外
に
使
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
正
し
い
申
告
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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調
査
の
期
日
は
、
昭
和
五
十
年
十

月
一
日
午
前
零
時
現
在
K
よ
っ
て
調

査
さ
れ
ま
す
。

調
査
表
は
、
調
査
期
日
の
一
週
間

前
、
つ
ま
り
九
月
二
十
四
日
か
ら
三

十
日
ま
で
の
聞
に
調
査
員
が
各
世
帯

に
「
調
査
票
」
の
用
紙
を
配
布
し
、

調
査
票
へ
記
入
を
依
頼
し
ま
す
。

世
帯
で
記
入
さ
れ
た
調
査
表
を
、

十
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
の
聞
に
、

調
査
員
が
も
う
一
度
各
世
帯
を
訪
問

し
、
記
入
済
み
の
調
査
票
を
そ
の
場

で
検
査
し
て
か
ら
取
り
集
め
ま
す
。

乙
の
調
査
の
対
象
と
な
る
の
は
、

調
査
区
内
に
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人

(
又
は
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
と
み
な

さ
れ
る
人
)
の
全
部
で
、
こ
れ
ら
の

人
を
そ
の
人
が
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る

場
所
で
世
帯
と
と
に
ま
と
め
て
調
査

し
ま
す
。

十
月
一
日
の
午
前
零
時
ま
で
に
生

ま
れ
た
乳
児
も
調
査
し
ま
す
。
十
月

一
日
の
午
前
零
時
以
後
に
死
ん
だ
人

は
、
そ
の
生
前
の
状
態
を
調
査
し
ま

す。
外
人
も
調
査
の
対
象
に
な
り
ま
す
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氏

名

世
帯
主
と
の
続
き
柄

男
女
の
別

出
生
の
年
月

配
偶
の
関
係

国

籍
就
業
状
態

従
業
上
の
地
位

所
属
の
事
業
所
の
名
称
及
び
事

業
の
種
類

仕
事
の
種
類

従
業
地
文
は
通
学
地

世
帯
人
員

世
帯
の
種
類

住
居
の
種
類

世
帯
が
使
用
す
る
居
住
室
数

世
帯
が
使
用
す
る
居
住
室
の
畳

数
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各
部
落
の

調
査
員
さ
ん
は

次
の
と
お
り
で
す

清
水
新
居

千
野
豊
寿
、
高
野

川

芳

文西
条
一
区

野
沢
正
典
、
高
野

野
精
一西条
ニ
区

雨
宮
昭
二
、
深
沢
淳
、
高
野

武
、
古
屋
宏
一
、
渡
辺
進
、
丹

沢
泉
、
河
西
行
雄
、
杉
山
高

蔵

貞
春
、
石

孝
久
、
佐

押

越

畑
野
泰
六
、
三
神

野

一

範
築
地
新
居

河
田
達
也
、
田
中

河
東
中
島

柳
沢
保
、
有
賀
真
、
荻
野

和
男
紙
漉
阿
原

小
池
徳
次
、
野
沢
善
久

飯

喰

山
本
宣
単
一
「
磯
部
巌

河

西

込
山
保
種
、
今
村
重
造

上
河
東

井
上
武
、
金
丸
英
一
、
長

倉

洋

、

深

沢

至

文

調
査
員
さ
ん
に
御
協
刀
を
お
願
い

し
ま
す
。

輝
夫
、
海

満
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町内の 90才以上の方々

一一一敬老の日一一一ー

ちよ 95才河東中島

94才河東中島

伊藤こいせ 93才紙漉阿原

「
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
」

敬
老
の
日
は
お
年
寄
り
の
幸
せ
を
願
う
と
と
も
に
、
多
年
に
わ
た
り
社
会

に
つ
く
し
て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
日
で
す
。

町
で
は
老
人
福
祉
に
重
点
を
置
い
て
お
り
、
お
年
寄
り
と
町
民
の
対
話
の

機
会
を
持
つ
よ
う
各
部
落
ご
と
に
い
ろ
い
ろ
な
催
し
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

乙
の
催
し
に
は
、
町
長
、
部
落
の
役
員
、
婦
人
会
な
ど
が
出
席
し
、
お
年

寄
り
と
い
っ
し
ょ
に
語
り
合
い
、
ま
た
余
興
な
ど
も
行
な
っ
て
、
一
日
を
楽

し
く
有
意
義
に
送
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
敬
老
の
日
の
行
事
と
し
て
、
町
で
は
六
十
五
才
以
上
の
方
々
に
敬
老

会
の
費
用
の
一
部
と
し
て
一
人
当
り
千
七
百
円
を
助
成
し
、
ま
た
町
独
自
の

敬
老
年
金
と
し
て
七
十
五
才
以
上
の
方
々
に
七
千
円
を
民
生
委
員
を
通
じ
て

給
付
し
ま
す
。

毎
年
く
り
か
え
き
れ
行
な
わ
れ
て
い
る
敬
老
の
日
ば
か
り
で
な
く
、
日
常

「
温
か
い
心
」
を
も
っ
て
老
人
と
接
す
る
よ
う
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
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柳沢里ん 92才西条新日堀内

石原はな

関係地区

説明会を終る

中
学
校
用
地
等
の
関
係
か
ら
再
検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

た
県
道
甲
府
市
川
大
門
線
の
交
通
緩
和
を
図
る
昭
和
バ
イ
パ
ス

の
路
線
に
つ
い
て
は
、
五
月
K
県
か
ら
明
示
さ
れ
、
七
月
中
旬

か
ら
各
関
係
部
落
と
と
説
明
会
が
聞
か
れ
七
月
下
旬
乙
れ
を
終

え
ま
し
た
。

と
承
知
の
と
お
り
こ
の
道
路
は
、
交
通
の
緩
和
を
図
る
乙
と

は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
本
町
の
開
発
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
道

路
と
も
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
遂
次
関
係
地
域
の
測
量
に
も
入
る
わ
け
で
す
が
、

よ
り
地
域
に
密
着
し
た
道
路
と
な
る
よ
う
検
討
、
協
議
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
関
係
地
権
者
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す。
な
お
予
定
路
線
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

県道昭和バイパス路線
昭和バイパス計画路線略図

築地新居

昭
和
パ
イ
バ
ス

計
画
路
線



① 海よりもきれいなプールで

夏休みに海水浴を楽しむ人々も年

々海水の汚染ですくなくなる傾向と

なり、かわって町のきれいなプール

では、毎日まつくろに日焼けしたち

ぴ、つ子fこちで大盛況だった。

② いちにいさん

夏休みは、毎日家庭生活を送って

いるので気がゆるみがちになります。

「早寝早起の規律正しい生活を」

と各部落では、朝 6時半より全国一

斉のラジオ体操にあわせて父兄とい

っしょに体操が行なわれました。

④ 盆おどり

毎年行なわれている盆おどりは、

今年も婦人会の主催で 8月 15日夜

押原小中学校々庭で聞かれた。

お母さんやお姉さんらが大きな輸

をっくり夏の涼しい一夜をおどりす

Cしましたが、男性の参加者が少な

いのは、ちょっぴり淋しかったよう

でした。

昭和町広報

今年の夏も連日30度を超す猛

暑が続き、山や海に涼しさを求

めて大勢の人が集まった。

まらでは、体力づくりを中心

に、いろいろな催しを行ない、

お年寄から子供まで、スポーツ

や社会奉仕に楽しかった想い出

を残してこの夏を終えた。

⑤ キャンプファイヤー

河西若竹乙どもクラブでは、 8月

1 4日夜、常永保育園の庭において

キキンプファイヤーを行なった。

乙の夜は、学年別に歌を発表した

り、花火などを上げて楽しい一夜を

すごしました。

(4) 

③少年野球敗れる

昨年県大会でみごと準優勝した少

年野球は、今大会も大きな期待が集

められましたが、郡代表の決勝戦で

東チームに惜しくも敗れ県大会の出

場を落しましたが、心身とも大きく

成長した選手に心から拍手が送られ

ていたo

⑥ 廃品回収で楽器を

押原中学校では、夏休みの 8月8
日、全校生徒が集まり廃品回収を行
ないました。
集められた、あきかんや、ピンな
どが校庭に山のように積み上げられ
乙れらは古物商に引とられますが、

乙の売上金はブラスパンド部の楽器
購入費の一部として使われる予定で

す。
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県
民
バ

七
月
の
は
じ
め
、
私
達
は
近
隣
町
村
の
人

達
と
と
も
に
、
県
の
施
設
め
ぐ
り
を
す
る
機

会
を
得
て
四
ケ
所
の
施
設
を
見
学
し
て
廻
り

ま
し
た
。

日
頃
県
営
の
施
設
が
沢
山
あ
る
こ
と
は
知

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
見
学
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
の
は
今
度
が
は
じ
め
て
で
す
。

最
初
の
見
学
地
の
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は、

仕
事
の
内
容
と
利
用
方
法
K
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
県
下
の
先
生
方
の
再
教
育
、
新
ら
し

い
機
械
を
つ
か
つ
て
の
教
育
、
問
題
児
の
教

育
方
法
な
ど
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

中
で
も
問
題
児
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
親

の
あ
り
方
、

家
庭
環
境
の
複
雑
な
ど
が
原
因

で
問
題
児
が
出
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
日

頃
忙
し
い
生
活
に
お
わ
れ
、
何
気
な
く
こ
ど

も
と
接
し
、
乙
ど
も
の
ほ
め
方
や
叱
り
万
な

ど
深
く
考
え
ず
に
た
だ
そ
の
時
々
の
雰
囲
気

や
感
情
に
よ
っ
て
ど
な
り
つ
け
て
い
た
私
に

は
、
終
始
身
を
乗
り
出
し
て
聞
き
た
い
よ
う

な
請
は
か
り
で
、
小
学
校
低
学
年
の
こ
ど
も

を
二
人
持
つ
私
は
、
母
親
と
し
て
機
会
が
あ

れ
ば
、
再
度
聞
き
た
い
よ
う
な
内
容
で
し
た

次
の
見
学
地
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は

係
の
人
か
ら
富
士
週
辺
の
観
光
案
内
を
し
て

い
た
だ
き
、
「
富
士
山
」
と
い
う
短
編
映
画

ス
に
同
乗
し
て

河
東
中
島

山

下

賛
美
恵

を
見
、
映
像
を
通
し
そ
の
雄
大
な
富
士
の
姿

を
見
た
時
に
は
、
改
め
て
そ
の
美
し
さ
に
感

動
し
ま
し
た
。

ま
た
広
大
な
原
始
林
と
点
在
す
る
湖
や
そ

こ
に
生
息
す
る
野
生
の
動
物
を
見
た
時
に
は

自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

こ
れ
を
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
・

吉
田
に
あ
る
繊
維
織
物
試
験
所
は
複
雑
な

機
械
か
ら
織
り
上
げ
ら
れ
る
美
し
い
織
物
は

長
い
伝
統
と
そ
乙
で
働
く
人
達
の
技
術
や
苦

心
が
に
じ
み
で
て
い
る
感
じ
で
し
た
。
た
ゆ

ま
ぬ
研
究
の
成
果
に
感
心
し
、
日
頃
何
気
な

く
着
て
い
る
一
枚
の
着
物
K
も
製
品
と
な
る

ま
で
に
は
、
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
乙
と

を
痛
感
し
最
後
の
見
学
地
の
機
械
金
属
工
業

団
地
へ
着
き
、
広
い
敷
地
に
立
ち
な
ら
ぶ
い

ろ
い
ろ
な
工
場
は
、
団
地
の
名
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
で
し
た
。
や
が
て
中
央
高
速
道
路
の

完
成
と
と
も
に
、
さ
ら
に
、
活
気
あ
る
工
業
団

地
に
発
展
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

と
か
く
家
の
中
に
閉
じ
ζ
も
り
が
ち
な
私

で
す
が
、
県
や
町
当
局
の
ご
配
慮
に
よ
り
県

内
各
地
の
施
設
を
知
る
事
が
で
き
、
山
梨
の

自
然
、
産
業
、
教
育
な
ど
の
分
野
に
多
少
な

り
と
も
目
を
む
け
る
こ
と
が
で
き
た
乙
と
応

対
し
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
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中
巨
摩
郡
体
育
祭

ー
総
合
で
五
位
に
入
賞
!

中
巨
寧
郡
体
育
祭
は
、
八
月
十
日

櫛
形
中
学
校
庭
を
中
心
会
場
に
聞
か

れ
た
。本
町
か
ら
も
十
四
種
目
に
出
場
、

各
種
目
に
大
活
躍
し
総
合
で
五
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

上
位
入
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝

軟
式
庭
球
、
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
(
男

子
)
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

二
位

柔
剣
道

子
供
ク
ラ
ブ
対
抗

球
技
大
会七

月
二
十
九
日

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

西

条

二

区

A
チ
l
ム

二

位

河

東

中

島

チ

ー

ム

三

位

飯

喰

チ

ー

ム

女
子
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

優

勝

河

東

中

島

チ

l
ム

一
一
位
築
地
新
居
チ
ー
ム

三
位

上

河

東

チ

l
ム

な
お
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
優
勝
の

西
条
二
区

A
チ
ー
ム
は
、
八
月
十
九

日
、
中
巨
寧
郡
大
会
に
出
場
し
決
勝

戦
に
勝
ち
進
み
若
草
町
代
表
チ
1

ム

と
県
大
会
を
か
け
て
競
い
、
七
対
四

で
慣
レ
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

年
令
別
部
落
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

八
月
二
十
四
日

三.二優
位位勝

上
河
東

西
条
二
区
北

河
東
中
島

第
四
回
昭
和
町
年
令
別

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

八
月
三
十
一
日

男
子
優
勝
河
東
中
島
、
二
位

東
、
三
位
押
越

女
子
優
勝
西
条
二
区
、

中
邑
旬
、
三
位
河
西

位

第
七
回
ク
ラ
ブ
対
抗

野
球
大
会

フ
決ジ優
勝カ勝
のラ
み l ホ
ハ、タ

月す
十ラ
ーー フ
日、

位 上
河

河
東
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町

営

住

宅

集
会
室
建
設
へ

和 報

町
営
住
宅
の
建
設
計
画
は
、
財
政

硬
直
化
の
中
、
中
学
校
建
築
等
に
よ

り
、
計
画
の
縮
少
、
延
長
の
止
む
な

き
状
況
K
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
に

お
い
て
は
、
簡
易
耐
火
構
造
二
階
建

住
宅
、
第
一
種
六
戸
建
一
棟
を
建
設

す
る
と
と
も
に
、
山
梨
県
・
県
住
宅

供
給
公
社
お
よ
び
町
の
三
者
合
同
に

よ
る
団
地
内
の
集
会
室
一
棟
を
建
設

す
る
こ
と
K
な
り
、
八
月
九
日
入
札

発
注
を
行
な
い
ま
し
た
。

工
期
・
業
者
は
次
の
と
お
り
で
す

一
地
一

一
団
一

一
永
一

一
常
一

ム
町
営
住
宅
、
六
一
戸
建
一
棟

落
札
一
七
、
九
四

O
千
円

株
式
会
社
古
屋
工
務
屈

工
期昭
和
五
十
一
年
一
月
三
十
一
日

ム
集
会
室

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
家
建
一

棟落
札
七
、
五
六

O
千
円

日
興
建
設
株
式
会
社

工
期昭
和
五
十
年
十
二
月
二
十
五
日

広町昭

広が 戸位‘

吊る

町
振
興
課
で

は
、
生
活
花
関

連
す
る
道
路
の

舗
装
促
進
に
つ

い
て
は
、
早
期
発
注
の
方
針
で
準
備

を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
去
る
四

月
の
第
一
期
に
引
き
続
き
、
第
二
期

と
し
て
九
件
の
道
路
舗
装
事
業
を
八

月
二
十
日
に
入
札
し
発
注
し
た
。

予
定
個
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。

農

道

舗

装

七

件

中
島
l
築
地
問
八
四
七
メ
ー
ト
ル

押
越
l
玉
穂
村
境七
O
七
メ
ー
ト
ル

道

河
西
l
飯
喰
聞
七
三
七
メ
ー
ト
ル

中

島

地

内

二

五

八

西
条
新
田
地
内

一
八
三

西
条
二
区
地
内
二
五

O
八
五

築
地
地
内

。
町
道
舗
装

築
地
二
号
線
二
ハ
五

。
通
学
路
舗
装

飯

喰

地

内

二

七

八

H H H H 
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社交ダンス部誕生
音ゆ主怠

仁才

雨宮・鷹野さんらが

老人福祉へと…………

先般河東中島の雨宮惰弐氏より、亡母の香典

の一部より、 10万円を、同部落鷹野敏男氏よ

り母死亡による福祉年金の未支給分 2万 2千 5

百円を昭和町の老人福祉対策に使ってほしいと

御寄贈されました。

当局では、この意志を尊重し老人福祉に役立

てるべく計画しております。

なお、峡中ライオンズクラブより、 3万 5千

円を昭和町社会福祉協議会へ贈呈されました。

郡ジュニアリーダー

研修会開く

社
交
ダ
ン
ス
部
の
発
足
式
が
八
月

四
日
午
後
七
時
半
よ
り
、
中
央
公
民

館
章
一
で
盛
大
に
聞
か
れ
た
。

ダ
ン
ス
愛
好
者
の
中
か
ら
兼
ね
て

か
ら
部
の
設
立
の
要
望
が
あ
り
、
部

員
の
募
集
を
は
か
っ
た
と
こ
ろ
、
一

二
四
人
と
い
う
文
化
協
会
最
多
の
部

員
申
し
込
が
あ
り
、
盛
大
な
発
足
式

の
運
び
と
芯
り
、
会
場
の
講
堂
K
は

夕
食
の
後
か
た
づ
け
を
終
え
た
マ
マ

さ
ん
や
、
娘
さ
ん
、
パ
パ
を
は
じ
め

お
と
し
よ
り
ま
で
は
ば
広
い
部
員
が

講
師
の
指
導
を
熱
心
K
受
け
て
い
ま

し
た
。な
お
部
長
は
西
条
一
区
の
堀
之
内

敏
男
さ
ん
で
す
。

子どもクラブなど少年集団のやがてリーダー

になろうとする少年・少女たちに集団の運営や

活動に必要な、基本的知識、技能を身につけ、

地域少年集団の活動をもりあげてもらおうと去

る7月 24日.-....-2 6日にわたって愛宕山少年自

然の家において研修会が聞かれた。

昭和町からも次の方が参加しました。

有賀賢二(押越) 窪田正典(阿原) 相原

光男(飯喰) 仲沢実良子(西条二区) 今村

由香(阿原) 清水真理子(阿原) 小沢ひろ

美(飯喰)さん

ユ』 警警

雨梅長イド 母里のてつ 葵銭い 敷座夏 家か隣よりり 耕てすてあ日日り 解のほてくり 第却司作/ザ〉

口口口

警再警皇軍 E語草主
与信 次ふく 美子 好手 満子 るえ 江さま

~'~f、 t) 1 

糸
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五
十
年
六
月
一
日
以
降

姻

婚

薬
袋
正
一

橋
場
三
枝
子

河

西

片

野

和

男

砂
田
す
ず
枝

上
河
東

出

生

飯
室
里
美
父
和
春
二
女
築
地
新
居

佐
藤
あ
ず
き
H

貞
二
長
女
河
東
中
島

塩
田
久
美

H

透

H

西
条
新
田

保
坂
美
和
子
H

宏

H

西
条
二
区

田
中
悟
史

H

英
治
長
男

田
中
麻
里

H

好
男
長
女

小

林

勲

H

美
男
二
男

H

時
田
雅
司

H

定

H

上
河
東

，佐
々
木
健

H

重
光

H

清
水
新
居

一

鷹

野

愛

H

英
二
長
女
西
条
二
区

…

依
田
奈
々

H

公
孝

刑
沢
一
城

H

一
長
男
西
条
新
田

山

田

一

幸

登

H

西
条
一
区

H 
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(
日
時
)
毎
月
第
一
、
第
三
土
曜
日

午
前
九
時
J
十
二
時

九
月
:
:
;
:
六
日
、
二
十
日
.

十
月
:
・:
;
:
四
日
、
十
八
日

(
場
所
)
中
央
公
民
館
、
保
健
室

(
携
行
品
)
印
鑑

報広町

母
子
健
康
手
帳

の
交
付
を

受
け
る
方
に

和昭

先
般
回
覧
に
て
お
知
ら
せ
致
し
ま

し
た
と
お
り
、
毎
月
第

一
、
第
三
土

曜
日
の
妊
婦
相
談
自
に
併
せ
て
交
付

い
た
し
ま
す
の
で
、
左
記
事
項
に
御

留
意
の
上
お
い
で
下
さ
い
。

受
講
生
募
集

町
教
育
委
員
会
で
は
、

十
月
か
ら

次
の
学
級
を
開
設
い
た
し
ま
す
の
で

希
望
者
は
、
九
月
三
十
日
ま
で
に
公

民
館
内
事
務
局

(
T
E
L
・
三
七
三

七
)
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

o

幼
児
塞
庭
教
育
学
級

期
間
十
月
J
三
月

毎
月
二
回
午
後
一
時
J
一一一時

対
象三
才
J
五
才
児
を
持
つ
母
親

。
家
庭
教
育
学
級

期

間

十

月
J
三
月

毎
月
一
、
二
回
午
後
七
時
半

J
九
時
半

対
象高
校
生
を
持
つ
両
親

o

婦
人
学
級

期
間
十
月
J

三
月

毎
月

一
、
二
回
夜
ま
た
は
昼

対
象
町
内
在
住
の
婦
人

会
場
は
、
い
ず
れ
も
中
央
公
民
館

で
行
い
ま
す
。

9月15日〈月〕

10月1日0.1<>

場所中央公民館

中巨摩地区休日緊急医

(内科・小児科)

年月日 医院名 所在地 電話番号

50.9. 7 林野医院
竜王町 055276 
西八幡 -2816 

fI fI 14 乙黒医院
玉穂村 055273 
成島 -2001 

" fI 15 大久保医院
敷島町 055277 
東町 一2129 

" "21 保坂医院
竜王町 055276 
富竹新田 -2619 

1/ "24 木之瀬医院 、
田富町 055273 
布施 --=--2216 

" " 28 清水医院
敷島町 055277 
島上条 -2041 

i
=
 
-='= 
相
一

~

-副

‘
政
一
一

行
一
一

とき

日 曜日 行 事

15 月 コー ラス部

16 火

17 水

18 木 詩吟部社交ダンス部

19 金 剣舞

20 土

の 日
22 月

23 火

24 水

25 木 詩吟部社交ダンス部華道部

26 金 剣舞

27 土 絵画部

@ 日

29 月

30 火 書道部

1 水

2 木 詩吟部社交ダシス部

3 金 剣舞

4 土

⑤ 日

6 月 コーラス部 、，

7 火 書道部
、可，

8 水

9 木 社交ダンス部

10 金 剣舞華道部

11 土 絵画部

⑫ 日

13 月 コーラス部

火 書道部14 

15 水

1 0月文化協会行事日程9. 

心配ごと相談

9月11日01<>

10月1日01<>

場所中央公民館

とき


